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金
融
機
関
等
の
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン

ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与

（
以
下
、「
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供

与
」
と
い
う
）
対
策
に
つ
い
て
は
、

金
融
庁
よ
り
、
本
年
２
月
に
「
マ
ネ

ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資

金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」（
以
下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い

う
）
が
公
表
さ
れ
た
ほ
か
、
３
月
に

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
項
目
の
う
ち

送
金
取
引
に
重
点
を
置
い
た
基
本
的

な
確
認
事
項
が
発
出
さ
れ
る
等
、
順

次
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
、

金
融
機
関
等
に
お
い
て
特
に
留
意
す

べ
き
と
考
え
ら
れ
る
点
を
記
述
す

る
。な

お
、
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
わ

た
る
部
分
は
筆
者
ら
の
個
人
的
な
見

解
で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織
の
見
解

を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

１
　
公
表
の
背
景

国
際
的
な
テ
ロ
の
脅
威
の
高
ま
り

や
、
犯
罪
者
集
団
・
テ
ロ
リ
ス
ト
に

よ
る
資
金
移
転
の
広
域
化
・
国
際
化

等
が
見
ら
れ
る
中
で
、
金
融
機
関
等

が
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
に
直

接
・
間
接
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク

は
従
前
以
上
に
増
し
て
い
る
。
特

に
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
マ

ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
の
手
法

と
、
こ
れ
に
対
峙
す
る
金
融
機
関
等

の
対
応
は
国
際
的
に
見
て
も
複
雑

化
・
高
度
化
が
進
ん
で
お
り
、
対
応

に
遅
れ
を
と
る
金
融
機
関
等
が
、
不

正
送
金
等
の
手
段
と
し
て
標
的
と
な

る
危
険
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
犯
罪
者

集
団
や
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
資
金
移

転
等
に
金
融
機
関
等
が
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
防
止
し
、
我
が
国
金
融
シ
ス

テ
ム
の
健
全
性
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
金
融
機
関
等
が
、
犯
罪
に

よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法

律
（
以
下
、「
犯
収
法
」
と
い
う
）
や

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
以

下
、「
外
為
法
」
と
い
う
）
等
の
法
令

を
遵
守
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
前
記

の
国
際
的
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

実
際
に
直
面
す
る
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ

資
金
供
与
リ
ス
ク
の
高
い
顧
客
・
取

引
等
を
的
確
に
検
知
し
、
リ
ス
ク
に

見
合
っ
た
低
減
措
置
を
個
別
に
講
じ

て
い
く
こ
と
（
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア

プ
ロ
ー
チ
）
が
必
要
不
可
欠
で
あ
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「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
概
要
と
送
金
取
引
に
係
る
留
意
点

一
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

概
要
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の
背
景
、
そ
の
基
本
的
な
仕
組
み
、

お
よ
び
導
入
に
至
る
検
討
過
程
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は

筆
者
ら
の
個
人
的
な
意
見
で
あ
る
。

一
　
後
見
支
援
預
金
の
取

扱
い
の
背
景
・
必
要
性

１
　
後
見
人
に
よ
る
不
正
事
件

成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
が
増
加

傾
向
に
あ
る
一
方
、
昨
今
、
成
年
後

見
人
に
よ
る
成
年
被
後
見
人
の
財
産

の
横
領
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
最
高
裁
判
所
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
平
成
28
年
の
成
年
後
見
人
等
に

よ
る
不
正
報
告
件
数
は
５
０
２
件

（
被
害
額
約
26
億
円
）
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
最
多
だ
っ
た
平
成
26
年
の
８

３
１
件
（
被
害
額
約
56
億
７
０
０
０

万
円
）
か
ら
２
年
連
続
で
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
被
害
の
多
い
状
況
が

依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
（
注
１
）。

成
年
後
見
人
が
行
う
後
見
事
務
に
対

し
て
は
、
成
年
後
見
監
督
人
ま
た
は

家
庭
裁
判
所
が
監
督
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
（
民
法
８
６
３
条
１
項
）。

し
か
し
不
正
事
件
の
中
に
は
、
成
年

後
見
人
に
よ
る
横
領
を
認
識
し
た
家

事
審
判
官
が
こ
れ
を
防
止
す
る
監
督

処
分
を
し
な
か
っ
た
と
し
て
、
国
家

賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
た
事
件
も
発

生
し
て
い
る
（
注
２
）。

こ
の
よ
う
に
頻
発
す
る
後
見
人
に

よ
る
不
正
事
件
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
方
策
の
一
つ
が
後
見
制
度
支

援
信
託
で
あ
る
。

２
後
見
制
度
支
援
信
託
の
導
入

⑴
　
後
見
制
度
支
援
信
託
と
は

後
見
制
度
支
援
信
託
は
、
本
人
の

財
産
の
う
ち
、
日
常
的
な
支
払
い
を

す
る
の
に
必
要
十
分
な
金
銭
を
預
貯

金
と
し
て
後
見
人
が
管
理
し
、
通
常

使
用
し
な
い
金
銭
を
信
託
銀
行
等
に

信
託
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
の
信

託
財
産
を
払
い
戻
し
た
り
、
信
託
契

約
を
解
約
し
た
り
す
る
に
は
あ
ら
か
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す
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昨
年
７
月
以
降
、
各
地
の
信
用
金

庫
・
信
用
組
合
を
中
心
に
「
後
見
支

援
預
金
」
の
導
入
の
動
き
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、
信
託
銀
行
等

に
よ
っ
て
す
で
に
取
扱
い
が
行
わ
れ

て
い
る
「
後
見
制
度
支
援
信
託
」
と

同
等
の
機
能
を
も
つ
預
金
商
品
で
、

後
見
制
度
を
利
用
す
る
後
見
人
が
、

家
庭
裁
判
所
の
指
示
書
に
基
づ
き
被

後
見
人
の
預
金
を
安
全
に
管
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
流
動
性
の
預
金
で
あ

る
。
ま
た
こ
れ
は
、
政
府
の
「
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」
の

中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
金
融
機
関
の

役
割
に
沿
っ
た
取
組
み
で
も
あ
る
。

本
稿
は
、
後
見
支
援
預
金
の
導
入
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し
に
関
す
る
対
応
に
も
相
応
の
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
稿
で
は
、
相
続
預
金
の
払
戻
し

に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
事
項
の

う
ち
、
預
貯
金
の
仮
払
い
制
度
と
自

筆
証
書
遺
言
に
関
す
る
変
更
を
中
心

に
解
説
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
本
文
に
記
載
し
た
内
容
は

す
べ
て
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ

り
、
現
在
ま
た
は
過
去
に
所
属
す
る

い
か
な
る
団
体
に
帰
属
す
る
も
の
で

は
あ
り
せ
ん
。

一
　
遺
言
が
無
い
場
合
の

相
続
預
金
の
払
戻
し
へ

の
対
応

１
　
原
則
的
な
対
応

預
金
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
近
時

の
判
例
（
最
大
決
平
成
28
・
12
・
19

民
集
70
巻
８
号
２
１
２
１
頁
、
金

融
・
商
事
判
例
１
５
１
０
号
37
頁
）

に
よ
り
、
共
同
相
続
さ
れ
た
預
貯
金

債
権
は
遺
産
分
割
の
対
象
と
な
り
、

共
同
相
続
人
の
１
人
に
よ
る
単
独
で

の
権
利
行
使
が
許
容
さ
れ
な
い
（
す

な
わ
ち
、
預
貯
金
債
権
は
準
共
有
と

な
る
）
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
金
融
機
関
が
相
続
人
か
ら
相

続
預
金
の
払
戻
し
を
請
求
さ
れ
た
場

合
、
原
則
と
し
て
、
預
金
者
の
相
続

人
全
員
の
同
意
を
取
得
し
た
う
え

で
、
当
該
相
続
預
金
の
払
戻
し
に
応

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
改
正
相
続
法
の
施
行
に

よ
っ
て
も
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
実
務
上
、
一
部
の
相

続
人
か
ら
、
葬
儀
費
用
の
支
払
等
と

い
っ
た
一
定
の
事
由
の
た
め
に
、
遺

産
分
割
協
議
が
未
了
で
あ
っ
た
り
、

相
続
人
全
員
の
同
意
の
取
得
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
り
す
る
な
か
で
、
相
続

預
金
の
（
一
部
の
）
払
戻
し
の
申
出

が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
金
融
機
関
は
、
当
該
預
金

の
払
戻
し
に
よ
る
弁
済
が
無
効
と
な

る
（
よ
っ
て
、
他
の
相
続
人
か
ら
二

重
払
い
を
求
め
ら
れ
る
）
法
的
リ
ス

ク
を
勘
案
し
、
資
金
使
途
や
請
求
金

額
等
の
具
体
的
な
事
情
を
踏
ま
え
、

便
宜
的
な
払
戻
し
（
便
宜
払
い
）
に

応
じ
る
か
ど
う
か
を
個
別
に
判
断
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
　
家
庭
裁
判
所
の
判
断
を
経

な
い
預
貯
金
の
払
戻
し
へ
の

対
応

⑴
　
「
預
貯
金
の
仮
払
い
制
度
」
の

創
設
に
つ
い
て

前
述
の
と
お
り
、
金
融
機
関
が
相

２
０
１
８
年
３
月
13
日
、
第
１
９

６
回
国
会
に
「
民
法
及
び
家
事
事
件

手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」（
以
下
、「
改
正
相
続
法
」
と
い
い

ま
す
）
が
提
出
さ
れ
、
ま
た
自
筆
遺

言
証
書
の
保
管
制
度
の
創
設
を
目
的

と
し
て
「
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書

の
保
管
等
に
関
す
る
法
律
案
」
も
あ

わ
せ
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
相
続
法
の
改
正
に
は
、
家

庭
裁
判
所
の
判
断
を
経
ず
に
預
貯
金

の
仮
払
い
を
認
め
る
制
度
の
創
設
、

自
筆
証
書
遺
言
の
自
署
性
の
緩
和
、

自
筆
証
書
遺
言
の
保
管
制
度
の
創

設
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
金
銭
債

権
化
（
物
権
的
効
力
の
否
定
）
と
い

っ
た
、
従
来
の
相
続
法
の
ル
ー
ル
を

大
き
く
変
更
す
る
も
の
が
含
ま
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
の
変
更

は
、
金
融
機
関
の
相
続
預
金
の
払
戻

相
続
人
に
よ
る
預
金
の
払
戻
し
お
よ
び
遺
言
へ
の
対
応

～
相
続
法
改
正
対
応
（
主
に
預
貯
金
の
仮
払
い
制
度
、
自
筆
証
書
遺
言
に
関
す
る
変
更
）
を
見
据
え
て
～

稲
葉
総
合
法
律
事
務
所
 弁
護
士
　
及
部
 裕
輝

実務解説②


